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Accelerate workflow
Value-based careの実践にCT装置ができること

今日の医療従事者は、人口に対する高齢化率の増加、慢性疾患の発生率増加やそれらの併発、長時間労働、そして医療コスト

の増大など様々な問題を抱えながら医療サービスを提供している。画像診断機器の革新的な技術は、それらの問題のいくつか

を解決することができるが、「患者や医療スタッフの満足度を改善しているか？」、「より良いクリニカルアウトカムが得られる

か？」、「一方でケアに対するコストは、より低くなったか？」など、Value-based careの実践が同時に求められている（1）。 

X線CT装置でValue-based careへの貢献を考えた場合に、ワークフローを改善する性能は欠かせない。本稿では、ワーク

フローを改善する機能にフォーカスしてPhilips CT製品の技術やエビデンスを紹介する。
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国内におけるCT検査は、検査時間が短く、他のモダリティと

比較してアクセスがしやすい装置であることからフォローアッ

プに利用されることが多い。既に診断が確定している疾患の

定期的なフォローアップでは、期間の延長やその回数を減らす

ことは難しいが、スペクトラルイメージングを診断に活用する

ことで、追加で他の検査を推奨する割合が減ったことをAtwi

らは報告している。この報告では、腹部CT検査でIodine 

density画像を加えて読影した群と従来のCT画像のみで診

断した群の読影レポートから、MRIやPETで追加検査を推奨

していた件数を比較している。その結果、Iodine density

画像を加えて読影した群では、診断には不十分だったことを理

由にMR検査を推奨する割合が低下していることがわかった。

これは腹部CT検査でIodine density画像を加えることで

他のモダリティの負担軽減に貢献する可能性があるとされて

いる（2）。

スペクトラルイメージングの一つであるCalcium 

Suppressionは、カルシウムに由来するCT値を除外して骨

髄浮腫の描出が可能なHounsfield Unit（HU）ベースの

画像である（Fig.1）。Neuhausらは、これを用いて外傷性

の脊椎圧迫骨折の症例をMR検査と比較し、感度８７%、特異

度99％、正確度は97％と報告している。これにより補足的な

目的で実施されるMRI検査を減らせる可能性を示唆している

（3）。

このようにスペクトラルイメージングの有用性は多く報告さ

れているが、これを常に活用していくためには、ワークフローが

シンプルである必要がある。撮影プロトコールが煩雑になると

診療放射線技師の負担が増える懸念があり、管電圧120kVp

の使用を基本とした従来画像の画質が損なわれると放射線 

科医の読影で確信度を下げてしまう恐れがある。 IQon 

Spectral CTは、2層検出器を備えたDetection based 

dual-energyの技術を採用しており、CT検査におけるワー

クフローを一切変えることなく、これまでの撮影プロトコール

を変える必要がない。2層検出器の技術はValue-based 

careの実践にも重要な役割を果たせると考えられる。

さらに撮影が従来のCT検査とまったく変わらなくても、ポス

トプロセッシングで時間と手間がかかるのではワークフローを

改善するとは言えない。 IQon Spectral CTから再構成さ

れるSpectral Based Image（SBI）と呼ばれるデータセッ

トは、ワークステーションのIntelliSpace Portal（ISP）で

展開することで、様々なイメージングを生成することが可能で

ある。ここにプリプロセッシングという機能を使うことで、SBI

をアプリケーションで立ち上げることなく、任意のスペクトラ

ルイメージングをPACSで観察可能なDICOMフォーマット

で出力する（Fig.2）。これにより、CT装置での画像再構成を

オーダーしなくてもオンデマンドにスペクトラルイメージング

を利用できるので、医療スタッフ全体の負担軽減を支援する

Fig.1　Calcium Suppressionの臨床例
23歳男性。スキーによる外傷で初回に手関節のCT検査、フォローアップにて
MR検査を受けた。従来のCT画像（A）で骨折が疑われる場合にCalcium 
Suppression（B）が骨髄病変を視覚化することで情報を追加できる。同様
の所見は、MRI（C）でも確認できた。
画像提供: Cliniques Universities St-Luc, Brussels, Belgium

Fig.2　Spectral Based Imageのプリプロセッシング
IntelliSpace Portalの画像リストからプリプロセッシングを使うことで、任
意のスペクトラルイメージングをチェックボックスで選択して、バックグラウン
ドでPACSでの表示可能なDICOM形式で自動的に出力する。仮想単色X線
画像のエネルギーレベルやCalcium SuppressionのIndex（強度）も指
定できる。

Philips IQon Spectral CT｜Advanced Imaging全体の最適化と

スペクトラルイメージング活用への支援
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（Fig.3）。さらには、ISPのアプリケーションであるAdvanced 

Vessel AnalysisやComprehensive Cardiacでは、仮

想単色X線画像のkeVエネルギーをインタラクティブに変更

することで、血管のセグメンテーション結果を改善することが

できる。これにより、CTA検査で期待される造影効果が得ら

れなかったケースや造影剤投与量を減らさざるを得ない場合

にポストプロセッシングの品質と作業時間を保つことに貢献で

きる。 IQon Spectral CTでは、スペクトラルイメージング

による臨床的有用性だけでなく、効果的にスペクトラルイメー

ジングの活用を妨げない様々な機能でCT検査のワークフ

ロー全体をサポートしている。

Fig.3　IQon Spectral CT workflow
IQon Spectral CTから再構成されたSBIは、ISP上ですべてのDICOM
フォーマットのスペクトラルイメージングを生成でき、PACSへの転送するこ
とによりCT装置での画像再構成を必要としない。

Fig.5　iBatchによる腰椎MPRの設定画面
椎体のセグメンテーションが自動に働き、プランボックスが表示される。また 
1セクションのラベリングをすることで、他の隣接するセクションは自動的にラ
ベリングされる。プリセットのリストからそれぞれのセクションのスライス厚や
インターバル等の微調整も可能。

Fig.4　OnPlan Touch Screen
寝台の操作だけでなく、患者登録や患者氏名の確認、撮影方向の指定、Exam
カードの選択などができる。検査中に必要な息止めのデモンストレーション
は、患者とのコミュニケーションや検査への不安軽減に役立つ。

Incisive CTは、患者の入室から検査終了までのあらゆる

ステップで効率化と確実性をもったワークフローの実践がで

きるような機能を備えている。

CTガントリーの左右には、“OnPlan Touch Screen”と

呼ばれる大型のタッチスクリーンディスプレイがあり、寝台の

操作だけでなく、患者登録やExamカードの選択ができるこ

とによってワンオペレーションによる負担軽減とオートヴォイ

スのデモンストレーションが患者の不安軽減に貢献する。この

機能により実際に検査時間が短縮されるかを検証したスタ

ディがオーストラリアのOz Radiologyで実施されている。

A群）OnPlan Touch Screenを使って椎体CT検査を施行

した10件と、B群）使わなかった10件で、患者入室からCT検

査とそのポストプロセッシングが終わり次の患者に対応するま

での時間を比較している。結果は、B群の平均で10分9秒に

対しA群は19％少ない8分13秒となり、検査時間の短縮への

貢献を実証している（4）。

次に実際の検査では、位置決め画像をリアルタイムに表示す

ることで、オペレーターはディスプレイを確認しながら必要な

部位の撮影終了と同時にその動作を止められる機構があり、寝

台のIn-Out一回の往復で正面と側面の位置決め撮影が設定

できる。これらは、システムのイニシャライズにかかる時間や不

要な動作による待ち時間を軽減できる。続いてスキャン計画で

は、位置決め画像に“Automatic plan box”が表示され、

自動的に目的の撮影範囲が設定されている。こうした撮影範囲

とFOVの提案は、複数のオペレーターでも一貫性をもたらす

目的がある。そして、ヘリカル撮影では0.35sの高速回転や最

大300mm/sのテーブル移動が柔軟なプロトコール設定と

高速撮影に対応している。画像の再構成は、秒間40枚のス

ピードでIR画像再構成法であるiDose4を用いて再構成され、

ヴォリュームデータの活用も妨げない。最後にポストプロセッシ

ングでは、頚椎と腰椎のMPRバッチ処理を自動で設定する

iBatchという機能がある。体幹部のCoronalやSagittalの

ようなAuto MPRの適応が難しい部位でもオペレーターの

負担を少なくするアプリケーションが用意されている。

今やCT装置のスタンダードになりつつある128-slice CT

は、求められる性能においてある一定の到達を果たしている。

しかし、さらにクオリティを高めるためにIncisive CTは効率

性と確実性を提供できる性能を備えている。

Incisive CT｜あらゆるステップで効率化と確実性をもったワークフローを実践
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フィリップスCTにおけるワークフローへの支援

向上させ、患者や医療スタッフの満足度を改善し、より良いクリ

ニカルアウトカムを得られるための貢献を今後も続けていき 

たい。

本稿では、IQon Spectral CTとIncisive CTにおける

ワークフローの改善を示唆する報告やそれを支援する機能に

ついて紹介してきた。フィリップスCTがワークフローをさらに
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